
子宮膣部異形上皮の手術を受けられる　　　　　　　　　　　　　　　　様へ 担当医
経過

月日
手術まで次のような検査を 血液検査。
行います。
（血液、尿検査、ﾚﾝﾄｹﾞﾝ、
心電図検査etc.）
お薬を常用している方は 入院後手術衣に着替えていただきます。 手術後は病室に戻ります。 退院診察。 少量の出血はあります。
医師に確認して下さい。 確認用にネームバンドを装着します。 点滴は持続しています。 内診室で膣よりガーゼを抜きます。 外陰部の清潔、ナプキン交換は
（一時中止する薬もあります） 手術準備の点滴を始めます。 ３～４時間おきにし、清潔にしましょう。
内服中の薬は市販薬を含め 時間になったら８Ｆ手術室に案内します。 発熱、異常等がありましたら、
全て持参してください。 退院延期になることもあります。

点滴。（状況により）

手術前日、２１時以降より、 禁飲食。
食べたり飲んだりできません。 夕より普通食。

手術室から膀胱留置カテーテルが入ってきます。点滴終了後管を抜きます。
（自然に尿が流れています）

フリー 手術後、ベッド上で体位変換。 起座～歩行へ。 退院。
病棟内フリー。 退院は原則として

１０時になります。
入院時、手足の爪を短く切り、手足の爪・マニキュア等 清拭・更衣のお手伝いをします。 家に帰ってからシャワーはしてもかまいません。
マニキュア（手・足）は落とし、 処置してあるか確認します。 お風呂に入れるかは、次回外来受診日にお聞き下さい。
指輪は外して入院して下さい。お化粧　禁。
外れないときは申し出て 髪の長い方は、まとめておきましょう。
下さい。（異常確認のため ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞ・入れ歯・指輪・ﾈｯｸﾚｽ等
大切です） はずします。

医師から入院・手術・治療に 看護師が入院までの経過等、 手術後、ご家族に医師が説明いたします。 退院診察時、ご本人に手術後の 外来受診日は退院診察時に 発熱・出血等異常がありましたら
ついて説明があります。 お話を伺います。 手術後、看護師が頻回にお伺いします。 経過について説明します。 お話します。 外来受診をして下さい。
手術同意書をお渡しします。 看護師が入院中の注意事項、 痛みが強い時は、痛み止めを使います。 （　　　　／　　　　）
入院日に署名、捺印をして 手術の説明、処置を行います。
お持ち下さい。 ナースコールを押して下さい。
その他、書類関係も 体は頻回に向きを変えましょう。
お持ち下さい。
印鑑の必要なものは、
２～３枚目にも
お願いします。
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※この表は治療のおおよその経過をお知らせするものです。状況に応じて予定が変更になる場合があります。
※入院中は病棟担当医が回診に伺います。
※主治医以外の医師が回診・診察する場合があります。
診療について不明な点、不安なことがありましたら病棟担当医にお尋ね下さい。
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 ございます。 
 
  お大事に!! 

分からない事がありましたら 
お尋ね下さい。 


